
NEP2024 太陽活動データ解析によるオーロラの明るさと発生時期予報サービス

オーロラという自然現象は、研究者レベルで予測情報を入手することは可能であるものの、民間で
の活用はされておらず、オーロラ発生の根拠がないまま旅行商品が開発されている。
また、オーロラには明るさのレベルが1～5まであり、レベル3以上でないと肉眼での確認は難しいが
レベル3以上が確認できる日数は年間の1/3程度（2019年の数値検証）。予測できない、見ら
れないことによる個人の体験価値の損失と、業界全体の機会損失という課題がある。この課題解
決のため、私たちは独自の解析技術により、オーロラの明るさレベルの予測と発生時期の予測を行
う。

・予測精度の向上
・民間事業者とのPoC
・プロダクト開発
・顧客獲得に向けた市場調査
・知財戦略
・雇用および開発資金の獲得

・富裕層向け旅行商品にて、顧客満足度向上のためにオーロラ予測情報を活用したい事業者に
ヒアリング済み。旅行会社とPoCを行い、予測情報をもとにした商品開発を進めている。

・オーロラの長期予報・直前期予報・当日予報のシステム設計、開発を進めているが、2024年9月
を目途にテスト検証を実施し、事業会社との連携を目指す。
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